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新しい世紀に向けて電通大の歴史と対こ 中田 良平（館長）
入学おめでとう。新しい世紀に向けて、情報通信、情
報工学、軍子工学、量子・物質工学、知能機械工学、シ
ステム工学あるいは人間コミュニケーション学など広義
の情報通信を専攻する君を電通大に迎えて、陽春のキャ
ンパスが生き生きと息づいて見えます。
なぜ「歴史資料館」か？
それにしても海外の伝統ある大学の多くには、その歴
史を物語る資料館／博物館が設置されています。
明治維新の文明開化以来、進取の気質に富む私たち日
本人には、新しいものが造られ、あるいは人手すると、
とかく古いものを捨て去る碩向が見られました。
本学でも、多くの貴重な歴史的資料、すなわち教育・
研究機器と古文書／文献などが、時代とともに散逸した
ようです。一旦失われた資料は、復元できません。
それでも、前身校である船舶通信士の育成を主な目的
とした「無線電信講習所」以来の貴重な資料が永い年月
の間、学内に保管されて来ました。
電通大は1998（平成10)年に、前身校の創設以来80周
年を迎えました。そしてこれを契機に有山学長の提唱に
より、上記の遺産を中心にこの「歴史資料館」が開設さ
れたのです。
「資料館」は、情報通信の歴史の研究者はもとより、
本学と近隣の大学の学生はじめ、とりわけ若い世代を中
心とする地域の人びとに開放されています。
歴史と対面する意義
有史以来、昨日までが歴史です。開館間もない「資料
館」は、広義の情報通信の発祥から昨日までを目に見せ
る努力を続けています。
それでも、トランジスタはじめ半導体素子や集積回路
[Cの時代を生きている君にとって、真空管で構成された
通信機器やその文献は、あるいは理解しにくい対象かも
知れません。展示品が“何を目的としてどのように作動
するのか”理解し難いこともあるでしょう。
しかし歴史的に見るとき、新しいものの多くは、常に
古いものへの批判か反省か、あるいは“こうありたい”
との夢や願望から生まれています。
したがって新しい世紀の新しい技術を志向する君にと
って古いことを知ることが、未来を展望する契機となる
のです。新しいとは、古くないことだからなのです。こ
のことを昔の人は“温故知新”といいました。
わからないことは「資料館jの係員に、納得ゆくまで
質問してください。
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新しい世紀に向けて
新しい世紀の主役である広義の情報通信技術は、まず、
通信ネットワークと情報処理システムつまりコンピュー
タの融合です。この技術で、高度に情報化された社会が、
宇宙空間までをも含めて、実現されます。
広義の情報通信技術の目標の一つのは、知能機械たと
えば人間に代わるロボットの実現でしょう。それらの基
礎を成すのが機械工学と電子上学つまりエレクトロニク
スで、量子・物質の追求がその基盤を形成します。さら
に量子を操作して行う情報処理や通信システムも考えら
れています。
そして広義の情報通信技術の開発／実現には、素材か
ら素子さらに装置全体の機能とそれを実現する構成まで、
ハードとソフトに加えて、さらに開発／実現を実行する
組織の管理・経営も含めて、トータルに統合するシステ
ム工学の視点が欠かせません。加えて、情報通信の基本
的要因を成す人間のコミュニケーションヘの認識が必要
になります。
もとより「資料館」の展示品が上記の分野のすぺてを
網羅しているわけではありません。そればかりか、展示
スペースの制約から、肝心のコンビュータに関するる歴
史資料は、西地区の計算機棟にある分室に展示されてい
るのが現状です。
“電気通信大学100年”
21世紀の初頭に電通大は創立100周年を迎えます。そ
してその来るべき世紀を、新時代を志向して世紀末に大
改組を果たした、電通大の世紀にしたいものです。
その夢は、上に述べたように、大学の歴史に関する君
の視点から実現されるのです。
「資料館」には、数多くの展示品に加えて、上記の前
身校以来の歴史を示すパネル“電気通信大学100年＂が
展示されています。
希望に胸をふくらませて人学した君は、この「ニュー
ス」の巻末に掲載されている見学予定になるべく沿って、
昼休みに来館して、電通大の歴史と対面してください。
斜視 マルコーニ伝（承）
桑嶋陽一
毀誉褒貶
マルコーニが1901年に行った大西洋横断の通信実験の
結果は、当初からかならずしも正しく評価されたわけで
はなかった。
発明家エジソンや電話の発明者ベル、あるいはコヒー
ラ検波器を開発したプランリー、それに同調回路を考案
したロッジらは、マルコーニの実験の成功を賞賛した。
しかし彼は、そうした賞賛の声とともに、ごうごうた
る悪評、非難あるいは中傷に晒されたのである。
理論的？反駁
まずもって世の権威、すなわち学者の多くは、マルコ
ーニの実験結果を認めようとしなかった。
マクスウェルによって電波は理論的には光と同じもの
であるから、回折によって少しは陰の部分にも届くが、
大西洋を越えて届くわけがないという理論がこれら学者
の反論の根拠であった。
他の信号、／雑音を誤って受信した？
さらに“マルコーニが聞こえたと言うのは、他の無線
局などからの混信電波ではなかったのか” “空電による
雑音を聞き違えたのでは？” “なぜ符号として雑音と紛
らわしい ‘S' を選んだのか、他の符号を選ぶべきだっ
たのではないか”などなど、さまざまな批判を浴びた。
マルコーニは、それらの批判に対してはその都度、反
論を行った。
大西洋を横断する無線通信実験中のマルコーニ。
このとき彼は、受信を続けながら、ヨット「エ
レットラ号」でイギリスからカナダまで渡った。
（出典『クロニック世界全史』講談社、 1994年）
無視
それでもなお、電信技術者協会（今の英国電気学会：
I E E)の会長は、年次報告の中でマルコーニの実験に
ついては一切触れず、学会としてこれを完全に無視した
のだった。
火星からの霞波？
後に 3極管を発明し、無線通信を飛躍的に発展させ、
またエレクトロニクスの基礎を築くのに貢献したド・フ
ォーレは皮肉った。
“マルコーニはうまくヤッタものだ。彼が聞いた 3連続
短点： Sが、イギリスから発信されたにせよ・・・火星
からにせよ。自分は予言者を気どるわけではないが、大
西洋を横断した信号音など、ここしばらくは2度と耳に
できないだろうよ”。
警告／中傷
さらに、無線電信に市場を奪われることを恐れた、ア
ングロアメリカン電信会社は、マルコーニに対し、すぐ
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実験を止めなければ、大西洋横断通信の独占権を侵すも
のとして法的措置をとると、筈告を発した。山師、ペテ
ン師、売名行為、などの、悪質な中傷もあった。
電離層発見の契機に
その一方に、マルコーニの実験の結果を素直に信じ、
電波が大西洋を横断して3,000キロメートルの距離を伝
搬するのならば、はるか上空には電波を反射する“何か”
があるに違いないと考えた科学者がいた。アメリカ人の
ケネリーとイギリス人ヘビサイドであった。
マルコーニの実験の翌1902年、二人はそれぞれ独立し
て電離層の存在を予言する論文を発表した。
その電離層の存在は、 23年後の1925年、ドイツ人アッ
プルトンによって実証された。彼はその電波を反射／屈
折させる層を“ケネリー・ヘビサイド層”と名づけた。
◇リモートセンシング事始め（三）
石島巖
筆者らが参加したワークショップ (International
Workshiop on Earth Resources Survey Sytem；事始め
（二）参照）で、当時のアメリカの研究陣がそれまでに
到達していたリモートセンシングに関する知識と技術と
ノウハウのすべてが、惜しげもなく公開された。
ワークショップから得たもの
そのワークショップで我われ日本代表が得た情報の内
容は、 1972年に打ち上げ予定のERTS（後のLANDSAT)につ
いて、たとえば次の通りであった。
収集した情報の項目
① ERTS本体の構造と地球周回軌道
② 搭載予定のセンサー： MSSスキャナ（“事始め
（二） ＂参照） ／RBVカメラ／マイクロ波コニカル・
スキャン・センサーなど
慇） 観測データの地上への伝送システム：変調方式 (PSK,
MSK)／設測データの構造／伝送のプロトコルなど
④ 地上の受信システム：構成／仕様（．雑音温度、 G/T)
など
⑤ データ処理方法：幾何学的補正／理学的補正／マッ
ピンゲ／ウインドー／他のプラットホーム（注：衛凩
あるいは飛翔体など）による観測データとの相途など
⑥ 資源探査の具体的方法と成功例
などなど、きわめて多岐にわたるものであった。
特にグラウンド・トルースの重要性
驚いたことに、我われが案内されたミシガン州のウイ
ロー・ラン空港にU2型機（注1)が駐機していた。そ
してその機内に実装されたセンサーの実物が公開された
のである。ことここに及んでは、技術情報の公開を越え
て、一種の砲艦外交的な脅しすら感じさせられる。
とにかく、我われ三人は、手分けをして会場を駆けめ
ぐって新技術の収集に努めたのであった。それにしても、
これら新技術の内容の多くは通信工学の分野に属してお
り、同行の渡辺、土屋両理学博士の専門分野ではなく、
筆者のそれに関わる問題だったのである。
注1 ：アメリカのスペイ航空機。］960年にその一機か ‘,I
連領土内を偵察飛行中に撃墜された。当時のソ連のフル
シチョフ第一苔記がアメ l)力を強く非難して、その前年
の同氏の訪米で進展した、米ソ関係が後退した。
そして上述のセッションでは、最重点項目として、グ
ラウンド・トルース (GroundTruth) という、当時の辞
書にない技術が強調された。
つまり観測衛星が地球の表面を観測しながら通過する
その時、地表面／海面の正確な温度を測定しておいて、
衛星が収集したデータを較正するのである。
考えてみれば、あらゆる物体からあまねく放射される
赤外線の放射強度は、その物体の放射率と絶対温度の積
で定まるので当然のことなのだが、凡人は収集されたデ
ータを処理して、フォールス・カラー（注2)で地図と
して描かれた画像の見かけの美しさに目を奪われて、そ
のデータが完全無欠のように錯覚してしまいがちである。
あるセッションで、 NASAの研究者クリシナ・ラオが強
調した“私は画家の仕事を過少評価するつもりは毛頭な
いが、グラウンド・トルースの裏づけ無しにでき上った
一見して綺麗な画像は単なる‘ピクチュア＇にすぎず、
けして画像データとはいえないのである”との言葉に、
筆者は目から鱗が落ちる思いをしたのだった。
注2 : LANDSAT 1号から 3号までのKSSは、バンド 1: 
Blは波長 0.5-0. 6、B2は 0.6,-..,0. 7、B3は0.7,..,0. 8、
B4は0.8 ・~ 1. 1各μ"の可視から近赤外まで4バンドの放
射を受信していた。受信した各バンドの放射強度は、白
黒の濃淡で表示される。その白黒の濃淡に対して、たと
えばB]については青、 B2には緑、 B4は赤で着色して表示
し、それらを合成することにより、地表面／海面の環境
の視覚的な認識が容易になる。これをフォールス・カラ
ーと称する。
また、 Blを青、 B2を赤で、 B3とB4を緑に着色して合成
する方法も採用された。自然を視覚的に認識した際の感
覚により近い表示となる。これを疑似ナチュラル・カラ
ーと称した。
（内嶋善兵衛・飯坂譲二編著「宇宙から見た世界の農業J
共立出版、昭和58年）
LANDSATによる観測データ（東京と関東平野東
部）の疑似ナチュラル・カラーによる表示例
（『宇宙から見た世界の農業」）
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国際シンポジュウムヘの参加
上記のワークショップの終了後、引きつづき“環境の
リモートセンシングに関する国際シンポジュウム＂が開
催された。われわれもエントリーしていたこのシンポジ
ュウムは、同じくミシガン大学のウイロー・ラン研究所
(Willow Run Laboratory)が主催して、 2年毎に開催
されていたもので、ジュラルド・クック (JeraldJ. 
Kook:故人）が一切をとり仕切るボスであった。
日本人として初めて
このシンポジュウムは第 7回目であったから、すでに
12年の歴史があり、それまで日本人は一人も参加してい
なかったのである。中国、台湾、ソ連、ドイツ、イタリ
ア、インド、プラジル・・・、ほとんど世界各国からの
参加者はお互いに顔見知りであるのに、日本人研究者は
ひとりその埒外に居たのだった。
筆者自身の無知を恥じながらも、日本の教育・研究機
関で指導的立場にある一部の学者の、リモートセンシン
グの研究分野への偏見と無理解（事始め(-)参照）が、
若い研究者がこの国際会議へ参加する道を閉ざしていた
ことに、憤りをおぼえたのである。
ミシガン大学：赤外線センサー研究の世界的メッカ
それはともかく、当時のミシガン大学は、赤外線セン
サーの研究の関する世界的なメッカで、同大学で開発さ
れたセンサーは、次つぎにNASAの衛星やU2機に採用さ
れていた。
大学とNASAとの間の人事交流も盛んで、大学に対して
豊富な研究助成費が提供されていたようである。大学と
は、かくありたい。
同大学の卒業生はもとより、世界のリモートセンシン
グの研究者が、この国際シンポジュウムを機会に、二年
毎にこの大学に集まっていたのである。先進国の研究者
ばかりか途上国の彼らも、それぞれの研究成果を携えて
このシンポジュウムに参加するのである。我われ日本代
表は、恥ずかしながら、手ぶらでこの会議に参加して、
未席から世界の研究動向をうかがうしか、術がなかった
のであったゥ
情報収集に明け暮れた日々
このシンポジュウムでは、地球環境汚染、砂漠地帯で
の水脈、サイドルッキング・レーダ、全世界の海洋の水
温分布など、航空機や既存の気象衛星からの観測データ
を活用した研究成果が報告された。
この頃、日本の気象庁は、気象衛星「ひまわり」打ち
上げの準備段階にあり、広域的な気象情報は、 ESSAなど
アメリカの気象衛星からのデータに頼っていたのである
(“事始め（一） ＂参照）。
我われ三人は、日本における研究の遅れを取り戻すべ
く、可能な限り多くのセッションに参加するかたわら、
それまでのシンポジュウムのプロシーティングス（論文
集）の入手を事務局に依頼するなど、新たな情報の収集
に奔走したのだった。
今ふりかえるとき、筆者の人生でこの時ほど懸命に勉
強した時期はなかった。
◇新入生のための開館予定（毎昼休み）
歴史資料館は、新入生の皆さんに電通大の歴史を知っ
てもらうため、下表のように、 4月10日（月）から毎昼
休み1200--1300の間、開館します。展示パネル「電気
通信大学100年」を中心に電通大の歴史が解説されます。
混雑を避けるため、各学科（A:昼間コース／ B:夜
4月
l 0日（月） 情報通信工学科 (A) 0001 "'0040 
1 l日（火） 情報通信工学科 (A) 004 l -0080 
1 2日（水） 情報通信工学科 (A) 0081~ 
1 3日（木） 情報工学科 (A) 001.-.., 0040 
1 4日（金） 情報工学科 (A) 041,..,080 
1 7日（月） 情報工学科 (A) 008]～ 
1 8日（火） 電子工学科 (A) 001,._, 0040 
疇
1 9日（水） 電子工学科 (A) 0041 ~0080 
2 0日（木） 電子工学科 (A) 0081,-..,0120 
2 1日（金） 電子工学科 (A) 0 1 2 1 ~ 
2 2日（土） 情報通信工学科 (B) 全員
2 4日（月） 械子・物質工学科 (A)0001,__,0040 
2 5日（火） 景子・物質工学科(.'¥)041,.._,080 
2 6日（水） 羅子・物質工学科 (A) （）081~ 
4 
間主コース）の学籍番号ごとに、下表の指定にしたがっ
て来館することを勧めます。また「科学史」などの授業
科目の課題などで資料館の見学をする場合もなるぺくこ
の指定にしたがってください。ただし指定の日に都合が
わるければ、他の日に来館してもかまいません。
4月（つづき）
2 7日（木） 知能機械工学科 (A) 001,.._,030 
2 8日（金） 知能機械工学科 (A) 031,._, 
5月
8日（月） システム工学科 (A) 0001,.._,0030 
9日（火） システム工学科 (A) 0031~ 
l 0日（水） 人間Jミュニケー ツ立学科 (A)全員
1 3日（土） 情報工学科 (B)全員
1 5日（月） 編入生／院生
2 0日（土） 電子工学科 (B) 全員
2 7日（土） 量子・物質工学科 (B)全員
6月
3日（土） 知能機械工学科 (B) 全員
1 0日（土） システム工学科 (B) 全員
I 71~ (J:.) 遵Jミュニケーシ'3ン学科 (B) 全員
